
NCRP勧告による関連団体の動向について 

 

米国放射線防護審議会（NCRP） 

２０２１年１月  

勧告「腹部や骨盤部の単純 X 線撮影時における生殖腺遮蔽は放射線防護の慣例とし

て正当化されない」 

 

・撮影線量は１９５０年代に比べ９５％以上減少しごく僅かな放射線量で高品質画像検査

可能である。 

・生殖腺の放射線感受性は、これまで考えられていたよりもはるかに低い。 

・生殖腺遮蔽はAECの使用を妨げ、より放射線感受性が高いかもしれない他の臓器線

量を増加させる。 

・子供や将来子供をもつ予定のある大人を含め、すべての人に当てはまる。 

・適切な放射線量、技術があれば問題なく、シールドが邪魔をして再撮影などかえって

検査の放射線量を増やす可能性がある。 

 

米国食品医薬品局（FDA） 

１９７６年 

勧告「生殖細胞の遺伝子突然変異によって遺伝的影響を誘発するかもしれない放射

線被ばくから生殖腺を防護するために遮蔽するべき」→２０１９年４月除外 

 

米国医学物理学会（AAPM） 

２０１９年４月 患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用に関する声明 

「X 線画像診断中に患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用すると、解剖学的情報が不

明慮になり、画像システムの自動露出制御装置（AEC）の機能が妨げられ、画像検査

の診断効果を損ない、実際には患者の放射線の線量増加をもたらす可能性があり、こ

れらのリスクと胎児と生殖腺の遮蔽具に関連する最小限から存在しない利益の為に、

AAPMはそのような遮蔽具の使用を中止することを推奨している。」 

 

米国放射線技師協会（ASRT） 

２０２１年１月 特に腹部、骨盤部の単純 X 線撮影時の生殖腺と胎児の遮蔽具の使用の

中止を指示する声明発表 

 

 

 



米国放射線科専門医会（ACR） 

２０１９年６月 

AAPM患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用に関する声明の支持を表明 

 

オーストラリア医学物理協会（ACPSEM） 

AAPM患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用に関する声明の支持を表明 

 

カナダ医学物理学学会（COMP） 

AAPM患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用に関する声明の支持を表明 

 

米国保健物理学会（HPS） 

AAPM患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用に関する声明の支持を表明 

 

北米放射線学会（RSNA） 

AAPM患者の生殖腺や胎児の遮蔽具を使用に関する声明の支持を表明 

 

 

生殖腺防護を行わない理由 

 

・撮影線量の変化、１８９６年から２０１８年で撮影線量は約１/４００に低減されている。 

 

・埼玉メディカルセンターの小児入射表面線量、股関節０．１３ｍＧｙ、脊椎全長０．１２ｍ

Ｇｙ 成人入射表面線量も１．４１ｍＧｙ、脊椎全長で０．３３ｍＧｙであり身体的、遺伝的

影響を考慮する必要がないレベルである。 

（しきい線量一番低いところで１００ｍＧｙ） 

 

・防護具の使用によって画像上の重要な所見を覆い隠す可能性がある。 

 

・防護具の不適切な配置により再撮影になってしまう可能性がある。論文では正確に配

置できていたのは女児２６％、男児５４％との報告がある。 

 

・生殖腺の位置によっては完全に防護することは難しい。 

 

 

 



 

埼玉メディカルセンター入射表面線量（ｍGy） 

 小児 成人 

股関節 ０．１３ １．４１ 

脊椎全長 ０．１２ ０．３３ 

 

※しきい線量：この線量を被ばくすると１～５％の人に障害が発生する線量 

 

生殖腺機能への影響（しきい線量推定値） 

○組織反応におけるしきい線量はそれを超えなければ起こらない 

臓器/組織 影響 影響発現時間 しきい値（ｍGy） 

精巣 一時的不妊 ３～９週間 １００ 

精巣 永久不妊 ３週間 ６０００ 

卵巣 永久不妊 ＜１週間 ３０００ 

骨髄 造血系の機能低下 ３～７日 ５００ 

皮膚 皮膚発赤 数日～４週間 ２０００ 

皮膚 一時的脱毛 ２～３週間 ４０００ 

 

胎児への影響（組織反応） 

○胎児への影響（がんを除く）は組織反応（確定的影響）でしきい線量を超えていなけ

れば起こらない 

影響 しきい線量（ｍＧｙ） 

胚死亡（受精～９日） １００ 

奇形（受精後２～８週） １００ 

発育遅延（受精後８週以降） ５００～１０００ 

精神発達遅延（受精後８～１５週） ２００～４００ 
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